
Recruit Information

1・4面に掲載今月オスス
メ

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

正

保育所有

正社員

手当有

プライベート充実

車通勤可

経験者歓迎 夜勤有

パート

該当資格必須

シニア活躍

時間・日数相談可能

JR 茅ケ崎駅、相鉄線・小田急線・横浜市営地下鉄 湘南台駅 看護師・介護福祉士・看護補助

教育体制を整えて、入職者さまをお待ちしております！院内に保育所あり
車通勤可（駐車無料）

※表示月給は経験１０年例。

看護補助
207,9００円
【別途】夜勤手当１回

　　 4,0００円
月 

給

介護職員初任者
研修修了者

応
募
資
格

介護福祉士
225,2００円
【別途】夜勤手当１回

　　 5,0００円
月 

給

介護福祉士
資格所有者

応
募
資
格

看護師
292,7００円
【別途】夜勤手当１回

　  14,0００円
月 

給

看護師免許
所有者

応
募
資
格

茅ケ崎新北陵病院
〒253-0007 茅ヶ崎市行谷583-1（文教大近く）

☎0467-53-4111
採用担当：内田・小西

各職種シフト制…8：30～17：30、10：00～19：00、〈夜勤〉17：00～翌9：00勤務時間

医療法人社団
康心会

亜急性期から慢性期の分野を担う
地域の中核病院であり、リハビリ
テーションに重点をおいた医療を
行なっています。個々の人間性を
尊重し、優しく思いやりのある医療
を目指しています。

病院
  につ

いて 
  病院

  につ
いて 
  

料
で
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

近
隣
に
グ
ル
ー
プ
医
療
機
関
が
多

く
、
密
接
な
連
携
が
あ
り
ま
す
の

で
、
外
来
で
も
ご
安
心
し
て
透
析

治
療
を
お
受
け
い
た
だ
け
る
環
境

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
】

　

緊
張
し
て
い
る
心
を
開
放
し
、

凝
り
固
ま
っ
た
体
を
楽
に
す
る
こ

と
で
、“
本
当
の
自
分
ら
し
い
”

次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
サ
ポ
ー
ト

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。　

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

　

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
言
語

福
祉
士
・
介
護
士
な
ど
の
各
専
門

職
が
、「
や
れ
ば
で
き
る
！
」
を

合
言
葉
に
、
利
用
者
さ
ま
の
機
能

訓
練
の
ほ
か
、
食
事
や
趣
味
活
動

を
通
し
て
、
心
と
体
の
健
康
を
保

ち
、
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
丁
寧
な
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
見
学
は
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６
６・２
５・５
９
１
１

提
供
す
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
全
て
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
７
階
建
て
ビ
ル
の
全
フ
ロ
ア

で
行
な
っ
て
お
り
、
医
療
と
健
康

に
関
す
る
総
合
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
す
。

　
Ｑ
．
人
工
透
析
治
療
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
お
話
し
ま
す
。

【
人
工
透
析
治
療
】

　

月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
午
前
・
午

後
の
「
２
ク
ー
ル
」

で
行
な
っ
て
い
ま
す

（
全
15
床
）。
通
院
が

困
難
な
方
に
は
、
無

　
Ｑ
．
Ｔ
Ｈ
Ｐ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
あ
る
診
療
科
目
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
一
般
診
療
で
は
、「
内
科
」

「
精
神
科
」「
整
形
外
科
」
が
あ

り
、
そ
の
ほ
か
、
人
工
透
析
治
療

や
、
精
神
科
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ

ア
」
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
体
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
の
訓
練
を
日
帰
り
で

　

藤
沢
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．（
Ｔ
Ｈ
Ｐ
） 

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
は
、
一
般
診
療
の
ほ
か
、
人
工
透
析
治
療
や

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

腎臓の悪化

　

腎
臓
の
病
気
は
、
ゆ
っ
く
り
進

行
し
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が
正
常

の
人
の
３
分
の
１
以
下
に
な
る
と

「
腎
不
全
」、
さ
ら
に
悪
化
し
て
10

分
の
１
以
下
に
な
る
と「
尿
毒
症
」

と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

ま
で
進
む
と
、
排
出
さ
れ
る
べ
き

老
廃
物
や
毒
素
が
血
液
中
に
溜
ま

り
、
命
に
関
わ
る
病
態
で
す
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
、
人
工
透
析
療
法
が
行
な

わ
れ
る
の
で
す
。

血
液
中
に
毒
素
が
溜
ま
る

　

腎
臓
の
位
置
は
、
腰
の
少
し
上

の
あ
た
り
で
、
背
中
側
に
あ
る
臓

器
で
す
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を

し
て
、左
右
一
対
で
存
在
し
ま
す
。

　

24
時
間
休
み
な
く
働
き
、
全
身

か
ら
運
ば
れ
て
き
た
血
液
を
ろ
過

し
て
「
尿
」
を
作
っ
た
り
、
体
内

の
水
分
量
の
調
節
、
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
し
て
血
圧
や
赤
血
球
を
調
節

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
透
析
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
病
気
で
十
分
に
働
か
な
く

な
っ
た
人
間
の
腎
臓
の
役
割
を
、

医
療
機
器
が
代
わ
っ
て
行
な
う

「
人
工
透
析
療
法
」
の
こ
と
で
す
。JR線 北口

小田急江ノ島線小田急江ノ島線 藤沢駅

ダイエー

さいか屋

☎0466-25-5911
藤沢市藤沢498

•内科 •精神科 •整形外科 •人工透析　
•メンタルヘルスデイケア •通所リハビリテーション

メディカル
　　         クリニックティー．エイチ．ピー．ティー．エイチ．ピー．ＴＨＰ

JR・小田急・江ノ電の３線が乗り入れる湘南地区の
ターミナル「藤沢駅」北口から徒歩３分にあります。

茅ケ崎中央病院
脳神経外科 部長
杉山 誠 医師

り
ま
す
。

　

軽
症
と
思
わ
れ
が
ち
な
脳
の
う
し
ん
と
う

震
盪

で
も
、
受
傷
後
は
十
分
な
休
養
期

間
が
大
切
で
あ
り
、
時
に
頭
痛
や

め
ま
い
が
続
い
て
復
学
・
復
職
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
部
を
打
撲
し
た
直
後
か
ら
頭

痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
が
生
じ
る

場
合
は
、
緊
急
性
を
要
し
、
救
急

車
を
要
請
し
て
、
脳
神
経
外
科
専

門
医
が
い
る
病
院
へ
の
搬
送
が
必

要
で
す
。
若
年
者
の
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
、
交
通
事
故
、
高
齢
者
の
転
倒

転
落
外
傷
な
ど
、
頭
部
外
傷
の
原

因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
軽

症
と
思
わ
れ
て
も
、
頭
蓋
内
変
化

を
心
配
し
、
受
診
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
24
時

間
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
の
実
施
が
可

能
で
あ
り
、
脳
神
経
外
科
専
門
医

に
よ
る
判
断
と
、
早
急
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

　

さ
ら
に
頭
部
外
傷
は
、
先
進
国

の
若
年
層
に
お
け
る
死
亡
・
後
遺

症
罹
患
の
原
因
の
第
一
位
と
い
う

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
」

頭
部
外
傷
は
必
ず
受
診
を

　
「
頭
部
外
傷
の
最
優
先
検
査
は
、

短
時
間
で
頭
蓋
内
出
血
、
頭
蓋
骨

骨
折
を
判
断
で
き
る
頭
部
Ｃ
Ｔ
検

査
で
す
。
そ
の
後
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

で
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
き
な
頭
蓋
内
出
血
や
、
脳

浮
腫
（
脳
の
む
く
み
）
が
生
じ
る

こ
と
で
頭
蓋
内
圧
が
上
昇
す
る

と
、
死
亡
す
る
可
能
性
が
高
く
な

　

年
齢
別
に
発
生
頻
度
を
み
る

と
、
か
つ
て
は
若
年
者
と
高
齢
者

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
、

若
年
者
層
の
減
少
と
高
齢
者
層
の

著
明
な
増
加
を
反
映
し
、
高
齢
者

だ
け
多
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

受
傷
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
交
通
事
故
が
最
多
で
し
た

が
、
現
在
は
転
倒
・
転
落
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
頭
部
外
傷
に
よ
っ

て
、
高
次
脳
機
能
障
害
を
含
む
後

遺
症
を
有
す
る
者
は
、
死
亡
者
の

100
倍
以
上
に
の
ぼ
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
多
大
な
社
会
的
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
（
杉
山
医
師
）「
わ
が
国
に
お
け

る
死
亡
者
数
は
、
厚
労
省
の
『
人

口
動
態
統
計
』
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

外
傷
に
よ
る
年
間
死
亡
者
数
は

２
万
人
を
超
え
、
頭
部
外
傷
は
そ

の
約
半
数
に
及
び
ま
す
。
重
症
頭

部
外
傷
は
全
頭
部
外
傷
の
約
76
％

を
占
め
、
頭
部
外
傷
は
下
肢
の
外

傷
に
次
い
で
多
い
頻
度
で
す
。

　

一
般
外
来
や
入
院
だ
け
で
な
く
、
救
急
外
来
や
手
術
、
精
密
検
査
の
ほ
か
、
救

急
搬
送
も
受
け
入
れ
て
い
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」。
脳
神
経
外
科
で
部
長
を
務

め
る
杉
山
誠
医
師
（
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医
）
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

け
が
や
病
気
に
よ
っ
て
、脳
が
損

傷
さ
れ
、知
的
な
機
能
に
障
害
が

出
て
、日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

支
障
を
き
た
す
状
態
の
こ
と
。

頭部を強打し
頭蓋内に出血が
起きている

頭部を強打し
頭蓋内に出血が
起きている

急性硬膜下血腫

実際のCT画像

➡

頭部外傷が原因で
死亡した人の割合
交通事故
約６０％

「交通事故総合分析センター」「精密工学会誌」
ほか参照

は
、「
く
も
膜
下
出
血
」「
脳
挫
傷
」

「
急
性
硬
膜
外
血
腫
」「
脳
室
内
出

血
」「
急
性
硬
膜
下
血
腫
」
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
急
性
期
治
療

後
も
、
後
遺
症
と
し
て
＊
高
次
脳

機
能
障
害
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

頭
部
の
け
が
は
事
故
が
多
い

　

頭
部
外
傷
は
、
交
通
事
故
、
転

落
、
転
倒
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
中
に
起
き
る

事
故
、
暴
行
、
幼
児
虐
待
な
ど
が
、

主
な
原
因
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

約
半
数
近
く
を
占
め
る
の
は
「
交

通
事
故
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
頭
部
外
傷
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
人
の
外
傷
原
因
で
も
、

「
交
通
事
故
」
が
最
も
多
く
、
そ

の
外
傷
で
あ
る
「
頭
蓋
骨
骨
折
」、

脳
の
外
傷
で
あ
る
「
脳の
う
し
ん
と
う

震
盪
」「
脳

挫
傷
」
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

後
遺
症
を
抱
え
る
こ
と
も

　

特
に
脳
の
外
傷
に
関
し
て
は
、

「
頭
蓋
内
損
傷
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
頭
蓋
内
損
傷
が
起
き
る
主

な
原
因
は
、
交
通
事
故
や
転
落
事

故
で
す
。
そ
の
際
、
頭
部
に
大
き

な
力
が
加
わ
っ
た
場
合
は
、
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
危
険

な
外
傷
と
し
て
注
意
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

頭
蓋
内
で
出
血
す
る
も
の
に

傷
を
き
た
す
こ
と
を
、
ま
と
め
て

「
頭
部
外
傷
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

頭
部
外
傷
の
中
に
は
、
皮
膚
の

外
傷
で
あ
る
「
皮
下
血
腫
」（
い

わ
ゆ
る
「
た
ん
こ
ぶ
」）、
頭
の
骨

た
ん
こ
ぶ
も
頭
部
外
傷

　

頭
部
に
外
か
ら
の
力
が
加
わ

り
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
、
頭
の

皮
膚
や
骨
（
頭ず
が
い
こ
つ

蓋
骨
）、
脳
に
損

　

頭
の
外
傷
は
、
皮
膚
が
傷
つ
く
だ
け
の
も
の
か
ら
、
頭ず
が
い
こ
つ

蓋
骨
の
骨
折
、
脳
の
損

傷
ま
で
あ
り
、
交
通
事
故
で
は
死
亡
原
因
に
な
り
ま
す
。
特
に
「
頭
蓋
内
損
傷
」

は
重
症
化
す
る
も
の
が
多
く
、治
療
後
も
後
遺
症
を
抱
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

の
割
合
は
、
約
６
割
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。 

＊
高
次
脳
機
能
障
害
と
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
茅
ケ
崎
中
央
病
院                         

「
頭
部
の
外
傷
は
24
時
間
Ｃ
Ｔ
可
能
な
当
院
へ
！
」

取
材
協
力
／
脳
神
経
外
科　
杉
山 

誠 
部
長

緊
急
時
は
迷
わ
ず
救
急
車
を

頭
に
ケ
ガ
！「
交
通
事
故
」で
の
死
亡
は
１
位

　

診
察
か
ら
外
来
透
析・
リ
ハ
ビ
リ
、

　
　
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ま
で
の
総
合
サ
ポ
ー
ト

Ｔ
Ｈ
Ｐ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

〜
今
さ
ら
聞
け
な
い
医
療
の
疑
問
〜

「
透
析
」は
体
が
ど
う
な
っ
た
ら
行
な
う
の
？
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○
…
「
鎌
倉
と
い
う
地
域
性

と
、
当
院
の
特
徴
（
急
性
期
治

療
か
ら
療
養
治
療
ま
で
行
な

う
『
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
』）

か
ら
、
患
者
さ
ま
の
年
齢
層
が

高
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

私
は
、
外
科
治
療
の
ほ
か
に
、

栄
養
管
理
の
知
識
と
経
験
を

活
か
し
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
と

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
に
も
、

尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
」。

　

○
…
筑
波
大
学
卒
業
後
、
東

京
大
学
の
医
局
（
第
三
外
科
／

臨
床
で
は
乳
腺
外
科
を
専
攻
）

に
所
属
し
、
手
術
な
ど
侵
襲
下

の
代
謝
栄
養
学
の
研
究
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。「
人
間
が
生

命
を
保
つ
た
め
に
は
、
タ
ン
パ

ク
質
が
必
要
で
す
。
通
常
は

食
事
で
こ
れ
を
摂
取
し
ま
す

が
、
低
栄
養
な
状
態
で
は
、
自

身
の
今
あ
る
筋
肉
の
タ
ン
パ

ク
質
を
使
っ
て
、
臓
器
の
維
持

に
努
め
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の

状
況
下
で
、
リ
ハ
ビ
リ
で
筋
肉

に
大
き
な
負
荷
が
か
か
る
と

逆
効
果
の
場
合
も
あ
り
、
術
後

な
ど
、
ス
ト
レ
ス
下
の
栄
養
管

理
は
と
て
も
重
要
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
診
て
い
き
ま
す
」

と
真
摯
に
話
し
ま
す
。

　

○
…
「
チ
ー
ム
医
療
」
は
、

主
治
医
だ
け
で
な
く
多
職
種

が
関
わ
っ
て
、
よ
り
適
切
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
も
の

で
す
が
、
小
島
医
師
は
、
日
本

静
脈
経
腸
栄
養
学
会
（
現
・
日

本
臨
床
栄
養
代
謝
学
会
）
で
20

年
前
か
ら
「
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）」
の
普
及
・

啓
発
に
関
わ
り
（
現
在
は
現
学

会
評
議
員
）、
ふ
れ
あ
い
鎌
倉

ホ
ス
ピ
タ
ル
で
も
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の

チ
ェ
ア
マ
ン
と
し
て
先
頭
に

立
ち
、
看
護
師
や
管
理
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
な
ど
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
医

療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
高
齢
者
に
問
題
視
さ

れ
て
い
る
フ
レ
イ
ル
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
（
筋
肉
減
少
症
）
に
も
、
栄

養
療
法
が
必
要
で
す
。
加
え
て

運
動
療
法
も
重
要
で
、
当
院
に

は
、
そ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
是
非
ご
来
院
く
だ
さ
い
」
と

優
し
い
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

小島 淳一 医師
 （こじま じゅんいち）　　　　

ふれあい鎌倉ホスピタル
【外科・消化器外科・乳腺外科】

日本外科学会 外科専門医
検診マンモグラフィ読影認定医

インフェクションコントロールドクター（ICD）

   

栄
養
管
理
に
お
け
る

　
　
チ
ー
ム
医
療
の「
先パ

イ
オ
ニ
ア

駆
者
」と
し
て

こ
の「
人
」に
聞
く

自宅療養者のケアを行なう関口訪問看護師

◇
訪
問
範
囲
は
、茅
ヶ
崎
市
と

寒
川
町
の
全
域
お
よ
び
藤
沢

市
の
一
部
で
す
。具
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
訪
問
看

護
の
詳
細
は
、お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
の
“
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
”

と
し
て
、
在
宅
の
現
場
で

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
在
宅
で
の
褥
瘡
対

策
で
は
、
ま
ず
は
適
切
な

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

か
ら
行
な
い
ま
す
。
今
は
、

「
褥
瘡
予
防
マ
ッ
ト
」
な

ど
、
良
質
な
介
護
福
祉
用

品
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
用
品
の
専
門
相

談
員
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
を
重
ね
、
療
養
者
さ
ま

の
状
況
に
適
し
た
福
祉
用

具
を
選
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
も
「
在
宅
褥
瘡
予

防
・
管
理
師
」
と
し
て
の

重
要
な
役
割
で
す
。

　

療
養
者
さ
ま
の
た
め
に
、
介
護

保
険
の
範
囲
内
で
レ
ン
タ
ル
で
き

る
（
安
価
な
）
福
祉
用
品
と
、
在

宅
で
の
介
護
力
を
見
極
め
て
、
介

護
す
る
ご
家
族
さ
ま
な
ど
が
、
無

専
門
性
を
も
っ
て
教
育
、
ま
た
は

指
導
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
外
用
薬

の
処
方
や
処
置
が
で
き
る
よ
う

に
、
医
師
に
正
確
で
適
切
な
報
告

を
行
な
う
こ
と
も
、
重
要
な
役
割

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
所
属
し
て
い
る
事

業
所
で
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．当
事
業
所「
訪
問
看
護
茅
ヶ

崎
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
、
複
数
の
看
護
師
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
毎
回
ケ
ア
が
必
要
な
療

養
者
さ
ま
に
対
し
て
、
状
態
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
処
置
方
法

の
指
導
や
、
ケ
ア
内
容
の
統
一
化

を
は
か
る
た
め
の
教
育
活
動
な
ど

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
適
切
な
処
置
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
れ

ば
、
関
係
し
て
い
る
他
の
施
設
や

事
業
所
な
ど
に
も
赴
き
、
ケ
ア
方

法
の
指
導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
褥
瘡
対
策
で
は
、
そ
の
分

茅
ヶ
崎
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
は
、
こ
の
資
格
を
も
つ
訪

問
看
護
師
の
関
口
優
子
看
護
師
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
関
口
看
護
師

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．「
在
宅
褥
瘡
予
防・管
理
師
」

の
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
は
い
。
自
宅
で
療
養
し
て

い
る
方
の
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
や
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
を
第
一
と

し
、
そ
の
た
め
に
、
早
期
発
見
・

再
発
予
防
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
療
養
者
さ
ま
や
ご
家
族
さ
ま

に
行
な
う
こ
と
や
、
関
係
す
る
医

療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
、

療
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
実
績
や
、
所
定
の
審
査
を

経
た
人
だ
け
に
認
定
さ
れ
る
資
格

で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
「
訪
問
看
護

　

日
本
褥じ
ょ
く
そ
う瘡
学
会
に
よ
る
「
在
宅

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
予
防
・
管
理
師
」
と
い
う
在

宅
医
療
の
資
格
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
医
師
や

看
護
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
医

　

茅
ヶ
崎
市
と
寒
川
町
の
全
域
に
加
え
、
藤
沢
市
の
一
部
を
対
象
に
、
自
宅
療
養
者
へ

看
護
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
る
「
訪
問
看
護
茅
ヶ
崎
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
こ
こ

に
は
、
在
宅
医
療
の
専
門
資
格
を
有
す
る
看
護
師
が
所
属
し
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」と
は

　
神
奈
川
県
と
東
京
都
で
全
11

棟
を
展
開
し
て
い
る
有
料
老
人

ホ
ー
ム「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
茅
ヶ
崎
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
（
１
９
８
６

年
）。
以
来
、
35
年
に
及
び
、

医
療
と
介
護
の
徹
底
し
た
連
携

で
、
安
心
感
あ
る
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
を
提
供
し
て
き
た
実
績
あ
る

ホ
ー
ム
で
す
。

　
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
「
湘

南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
で
は
、
同

じ
建
物
に「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」

　

今
年
８
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
た
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

で
は
、
個
別
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
完
全
個
別
形
式
で
の
見
学
の

た
め
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
申
し
込
み
順
で
希
望
日
時

が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
興

味
が
あ
る
人
は
、
早
め
の
予
約

が
お
す
す
め
で
す
。

（
医
療
法
人
社
団
康

心
会
）
を
併
設
し
、

日
頃
の
通
院
や
健
康

診
断
、
予
防
接
種
な

ど
か
ら
、
夜
間
・
緊

急
時
の
対
応
ま
で
、

３
６
５
日
24
時
間
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。

    

居
室
・
共
有
部

　

居
室
は
全
て
カ
ー

ド
キ
ー
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
手
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
人
で
も
施

錠
し
や
す
い
設
計
で
、
室
内
に

は
、
ト
イ
レ
・
浴
室
・
キ
ッ
チ

ン
を
完
備
。　

　
共
有
施
設
で
は
、
趣
味
な
ど

の
娯
楽
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
「
プ

レ
イ
ル
ー
ム
」
や
「
ラ
ウ
ン

ジ
」、
身
体
機
能
の
維
持
・
向

上
の
た
め
の
「
機
能
回
復
訓
練

室
」（
各
３
階
）
が
あ
り
、
さ

ら
に
「
大
浴
場
」（
５
階
）
ま

で
も
備
え
て
い
る
充
実
し
た

環
境
が
あ
り
ま
す
。
元
気
な
人

か
ら
介
護
が
必
要
な
シ
ニ
ア

ま
で
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す

さ
を
追
求
し
た
設
計
で

す
。

    

免
震
構
造

　

建
物
自
体
の
揺
れ
を

抑
制
し
、
居
室
内
で
の

被
害
を
最
小
限
に
止
め

る
た
め
の
「
免
震
構
造
」

を
採
用
し
た
新
築
ビ
ル

な
の
で
、
災
害
時
で
も
、

三
食
の
提
供
や
、
生
活

必
需
品
の
支
給
、
24
時

間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
施
設
と
し

て
、「
次
世
代
型
老
人

ホ
ー
ム
」
を
体
現
し
て

い
ま
す
。

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ヶ崎市役所

茅ヶ崎駅前

ココココ
体育館
文化会館

茅ヶ崎市
茅ヶ崎2-2-3

介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園
介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園 ☎0467-86-6534
　 【ご予約・お問合せ　9：00～18：00】

介護スタッフ募集中！

■医療・介護の徹底サポート
■介護が必要になっても、そのままの居室で生活可能な設備

■入居一時金1990万円～4420万円　■月額料金21万5900円～23万7900円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊自立の方は生活支援費、介護認定を受けている方は介護保険料の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者負担分が別途かかります。

時間・日数・待遇などはお電話で。
老人ホームは３F～９F

全８１室・定員９４名

居室平均３５㎡
免震構造
建物と地盤を分離し、揺れを軽減  

　高齢者を中心に、寝たきり状態などの在宅療養におけ
る褥瘡の予防や処置・治療における専門家として、十分

「在宅褥瘡予防・管理師」とは…
訪問看護
茅ヶ崎ふれあい
ステーション

ご相談はお気軽にー。

訪問看護
茅ヶ崎ふれあい
ステーション

☎０４６７
 （88）3441
FAX ０４６７（８８）３４４３

☎０４６７
 （88）3441
FAX ０４６７（８８）３４４３

な知識をもち、適切な対応ができる能
力を有する医療スタッフが認定される。
　褥瘡の発生、治癒促進等に関する
技術、さらに医療用品などの高度な
知識や特徴を活かし、治療のみなら
ず、褥瘡に悩む患者や家族の心のケ
アなどにも貢献していくことが期
待されている。

じょくそう

認定認定

関口 優子 
訪問看護師
関口 優子 
訪問看護師

理
な
く
介
護
で
き
る
方
法
を
見
出

し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｑ
．
事
業
所
の
目
標
な
ど
が

あ
っ
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．「
訪
問
看
護
茅
ヶ
崎
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
所

属
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

連
携
し
、「
褥
瘡
有
病
率
０ゼ
ロ
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
褥
瘡
を
有
し
て
い
る
方

や
、
褥
瘡
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
療

養
者
さ
ま
が
、
日
常
生
活
動
作
を

維
持
・
向
上
で
き
る
よ
う
に
、
そ

し
て
生
活
の
質
を
高
め
て
い
け
る

よ
う
に
、
チ
ー
ム
全
体
で
在
宅
療

養
者
さ
ま
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
を
必
要
と
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
褥
瘡
に
悩
ま
れ
て
い

る
方
、
在
宅
療
養
を
し
て
い
る
家

族
を
お
も
ち
の
方
な
ど
、
お
気
軽

に
「
訪
問
看
護
茅
ヶ
崎
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

☎
０
４
６
７・８
８・３
４
４
１

℻
０
４
６
７・８
８・３
４
４
３

個別見学受
付中！

個別見学受
付中！

   ▶実際の居室を見学
　▶ご希望日時の中で調整
お気軽にお電話ください。

   ▶実際の居室を見学
　▶ご希望日時の中で調整
お気軽にお電話ください。

機能回復訓練室（３F）

ラウンジ（３F）

訪
問
看
護
茅
ヶ
崎
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

  
床
ず
れ
の“
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
”も
所
属

　
　
　

 
チ
ー
ム
で
地
域
を
支
え
る
訪
問
看
護

見学で体感！
「プレイルーム」「訓練室」など共有部も充実

〜 館内スペース紹介 編 〜

介護付有料老人ホーム   湘南ふれあいの園
今夏グランドオープンしたばかり！

2



診
察
の
様
子

＝
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
提
供

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
事
態
宣
言
発
令
時
は
、後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

はい

フレイル健
診

ル
の
早
期
発
見
・
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

と
し
て
、
患
者
さ
ま
の
持
病
で
あ

る
慢
性
疾
患
の
管
理
を
行
な
い
な

が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
い
、
患
者

さ
ま
が
健
康
的
な
生
活
を
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

万
が
一
、
入
院
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
や
、
高
度
な
専
門
的
治
療

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
湘

南
東
部
総
合
病
院
や
茅
ケ
崎
中
央

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
『
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
』
の
各
病
院
と
連
携

し
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
退
院
後
も
、
訪
問
診
療

や
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
在
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
切

れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

　
＊
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
（
フ

レ
イ
ル
健
診
）
や
、
フ
レ
イ
ル
治

療
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
院
医

事
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。〈
外
来
受
診
時
に
紹
介
状
が

な
く
て
も
特
別
料
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
〉」。

防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
質
問
の
内

容
が
見
直
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
『
フ
レ
イ
ル
健
診
』
と

し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の

で
す
。

　

新
し
い
質
問
票
で
は
、『
１
日

3
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
い
ま
す

か
』『
６
カ
月
間
で
２
～
３
㎏
以

上
の
体
重
減
少
が
あ
り
ま
し
た

か
』『
週
１
回
以
上
は
外
出
し
て

い
ま
す
か
』『
ふ
だ
ん
か
ら
家
族

や
友
人
と
付
き
合
い
が
あ
り
ま
す

か
』
と
い
っ
た
15
の
質
問
＝
左
表

参
照
＝
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
生

活
習
慣
や
社
会
的
な
活
動
状
況
な

ど
、
多
面
的
に
心
身
の
衰
え
が
あ

る
か
ど
う
か
を
み
て
い
き
ま
す
」

か
か
り
つ
け
医+

α
の
安
心
体
制

　
「
平
塚
市
の
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
（
フ
レ
イ
ル
健
診
）
の
実
施

機
関
で
あ
る
当
院
で
は
、
専
門
的

な
知
識
を
も
っ
た
医
師
や
看
護

師
、
管
理
栄
養
士
ら
が
、
フ
レ
イ

中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
生
活
の

改
善
に
よ
っ
て
健
康
な
状
態
を
取

り
戻
せ
る
段
階
で
す
。

　

こ
の
フ
レ
イ
ル
に
は
、『
身
体

的
』『
社
会
的
』『
心
理
的
』
と
い

う
３
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
身

体
的
側
面
に
は
、
加
齢
に
と
も
な

う
筋
力
低
下
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）

が
、
社
会
的
側
面
に
は
、
一
人
で

食
事
を
と
る
孤
食
が
、
心
理
的
側

面
に
は
、
認
知
機
能
低
下
（
認
知

症
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
積
み
重
な
っ
て
重
篤

化
す
る
と
、
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
」

フ
レ
イ
ル
健
診
は
多
面
的
に
問
診

　
「
昨
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者

の
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
を
主
眼
と

し
た
質
問
票
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
健
康
状

態
を
よ
り
総
合
的
に
把
握
し
、
フ

レ
イ
ル
の
早
期
発
見
と
介
護
の
予

　
「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
が
、

今
年
度
か
ら
『
フ
レ
イ
ル
健
診
』

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？
当
院
（
ふ

れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
）で
は
、

フ
レ
イ
ル
を
早
期
発
見
し
、
高
齢

者
の
健
康
寿
命
延
伸
に
注
力
し
て

い
ま
す
」

そ
も
そ
も
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　
「
フ
レ
イ
ル
と
は
、
老
化
に
よ

り
心
身
と
も
に
弱
っ
て
き
た
状
態

を
い
い
ま
す
。
健
康
と
要
介
護
の

　

平
塚
市
袖
ヶ
浜
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
平
塚
駅
南
口
徒
歩
12
分
）

で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
早
期
発
見
と
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
の
地
域
医
療
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
以
下
本
文
、
同
院
ス
タ
ッ
フ
〉

フレイル健診

入院医療

緊密な連携

フレイル治療
（薬物療法・栄養管理）

在宅支援サービス
訪問診療・訪問看護
訪問リハビリテーション

グループ
病院

グループ
病院

ふれあい平塚ホスピタル

（グループ病院）

緊急入院
専門的治療

湘南東部総合病院

（ ）

■
取
材
協
力

　
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

　
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

　
　
　

  

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
よ
り
・
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ま
へ

も
う
受
け
ま
し
た
か
？
フ
レ
イ
ル
健
診

特 集

横浜新道

東戸塚駅

ココ
個別相談を
受付中！ ☎ 12 045-821-0115

（JR 横須賀線・湘南新宿ライン）（湘南医療大学  入試事務室）

を

湘南医療大学 検索

老人ホーム 老健

病院

西口

●横浜・都心からアクセス良好
●医療施設や「保健医療学部」が
　隣接し、連携した学習が可能
●首都圏・県西部からも通いやすい
●最寄駅から徒歩圏内
●緑豊かで静かな環境

●“未来型”薬学教育に
　最適な新校舎を設立
●複合的な研究が可能な設備
●多様な医療施設を活用
●学生寮から安心の通学

●経験豊富な教員が指導
●医療系教育スタッフが充実
●早期の体験実習から後期に
　わたる徹底した臨床教育
●基礎と臨床がコラボレートした
　研究の実現へ！

●臨床現場で活躍できる実力ある薬剤師を育成
●病院、薬局などの就職希望の完全実現化へ
●薬を創る仕事に進む進路も視野に
●研究・指導者への道も！
●国際的に活躍できる
　医療人を養成

●横浜・都心からアクセス良好
●医療施設や「保健医療学部」が
　隣接し、連携した学習が可能
●首都圏・県西部からも通いやすい
●最寄駅から徒歩圏内
●緑豊かで静かな環境

●“未来型”薬学教育に
　最適な新校舎を設立
●複合的な研究が可能な設備
●多様な医療施設を活用
●学生寮から安心の通学

●経験豊富な教員が指導
●医療系教育スタッフが充実
●早期の体験実習から後期に
　わたる徹底した臨床教育
●基礎と臨床がコラボレートした
　研究の実現へ！

●臨床現場で活躍できる実力ある薬剤師を育成
●病院、薬局などの就職希望の完全実現化へ
●薬を創る仕事に進む進路も視野に
●研究・指導者への道も！
●国際的に活躍できる
　医療人を養成

ロケーションロケーション 施設・設備施設・設備 教育・研究教育・研究 進路進路

薬学部薬学部薬学部 医療薬学科医療薬学科
（設置認可申請中） （仮称）

2021年
４月

開設予定

グループ病院とコラボレート 臨床に強い薬剤師に育てますグループ病院とコラボレート 臨床に強い薬剤師に育てます

問
合
せ

JR町田駅

小田急線町田駅

ココ

２０２1年４月入学 願書を受付中！２０２1年４月入学 願書を受付中！
医療事務や病院内ＳＥ（IT）に興味が
ある方は是非、出願を！
平日の学校見学や、土曜日のオープン
キャンパスもお待ちしております。

２年生が病院実習を
行ないました！！
２年生が病院実習を
行ないました！！

検索医療ビジネス観光福祉専門学校

医療ビジネス学科医療ビジネス学科

●電子カルテやレセプトの入力・作成
●医療従事者として必要な来院者とのコミュニケーション
●現場で働く先輩職員からの指導
●現役職員への質問・相談  など

●電子カルテやレセプトの入力・作成
●医療従事者として必要な来院者とのコミュニケーション
●現場で働く先輩職員からの指導
●現役職員への質問・相談  など

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
JR町田駅から徒歩１分

子
カ
ル
テ
」
の
取
り
扱
い
や
「
レ

セ
プ
ト
」
の
作
成
を
経
験
。
こ
の

ほ
か
来
院
者
へ
の
接
遇
な
ど
、
こ

れ
ま
で
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
現
場
で
実
践
し
て
習
得
し
、
就

業
イ
メ
ー
ジ
も
つ
か
め
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

来
年
４
月
入
学
願
書
を
受
付
中
。

医
療
事
務
や
院
内
Ｓ
Ｅ（
Ｉ
Ｔ
）

の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
即
戦
力
に
！

　

社
会
人
と
し
て
広
く
通
用
す
る

マ
ナ
ー
や
知
識
を
習
得
し
、
さ
ら

に
専
門
分
野
の
技
術
を
深
め
て
い

く
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専

門
学
校
」
で
は
、
現
場
で
の
実
習

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」
の

病
院
実
習
を
紹
介
し
ま
す
。

　

約
１
カ
月
間
に
わ
た
り
実
際
の

病
院
の
中
で
、
総
務
や
医
療
事
務

な
ど
の
仕
事
で
必
要
と
な
る
「
電

医
療
現
場
で
実
際
に
体
験

病
院
職
員
の
即
戦
力
と
な
る
た
め
に

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

申
込
み

ふれあい医療福祉研修センター
〒253-0061神奈川県茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１
☎0467-84-0576
      0467-84-5966          fureai-kensyu@fureai-g.or.jp  

11/19  ～3/18
2020年 2021年

木 木
週１回ペース・全17日間

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
別館3階「演習室」
〈JR茅ケ崎駅北口から徒歩18分〉

60,000円
（税・テキスト代込）

20名
※申込は11/12㈭
   までの先着順

•介護の入門的な資格を取得！
•レポート課題と併用なので、通学回数が少ない
•就業サポートあり

介護職員初任者研修介護職員初任者研修

日
程

会
場

特
徴

受
講
料

定
員

ＬＡＳＴ 今年度最後の開講！

茅ケ崎駅
1会場ココ

新湘南バイパス

が
、
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
今
回
の
募
集
が
最
後

な
の
で
、
介
護
の
仕
事
を
考
え
て

い
る
人
や
、
今
後
社
会
で
求
め
ら

れ
る
有
用
な
資
格
の
取
得
を
考
え

て
い
る
人
は
、
迷
わ
ず
受
講
を
！

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修

介
護
の
基
本
知
識
〜
応
用
技
術

ま
で
を
学
ぶ
入
門
的
な
資
格

　
▽
研
修
期
間
約
４
カ
月

　
▽
就
業
サ
ポ
ー
ト
あ
り

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
茅
ヶ
崎
唯
一

の
「
初
任
者
研
修
」
実
施
校
で
あ

り
、上
位
資
格
の
「
実
務
者
研
修
」

で
も
多
数
の
受
講
実
績
が
あ
り
ま

す
。
就
業
サ
ポ
ー
ト
も
厚
く
、
特

に
湘
南
エ
リ
ア
で
は
、
同
セ
ン

タ
ー
で
介
護
資
格
を
取
得
し
た
人

在
宅
の
今
が
チ
ャ
ン
ス
ー

介
護
資
格「
初
任
者
研
修
」の
取
得
を

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

☎045-821-0115
東戸塚駅から徒歩12分

横浜新道横浜新道

東戸塚駅

ココ

（入試事務室）

詳しいスケジュールは
公式アプリ（無料）でご確認ください。
詳しいスケジュールは
公式アプリ（無料）でご確認ください。

１科目コース
英語・国語
2科目コース

英語のみ
看護学科はこちら！看護学科はこちら！

入試対策演習講座入試対策演習講座
湘南医療大学湘南医療大学 看護学科/リハビリテーション学科

〈理学療法学専攻・作業療法学専攻〉

プレ
入試
プレ
入試

対象：
受験生または
高校１・２年生

対象：
受験生または
高校１・２年生

今年は在宅受験方式今年は在宅受験方式

参
加
希
望
者
は
、
同
大
Ｈ
Ｐ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

湘
南
医
療
大
学
は
、
10
月
31
日

㈯
に
「
入
試
対
策
演
習
講
座
（
プ

レ
入
試
）」
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
の
受
験
生
だ
け
で
な
く
、
高
校

１
・
２
年
生
も
参
加
可
能
で
す
。

　

プ
レ
入
試
は
、
湘
南
医
療
大
学

の
入
試
予
想
問
題
に
ト
ラ
イ
し
た

後
、
採
点
結
果
は
「
学
習
ア
ド
バ

イ
ス
シ
ー
ト
」
に
な
っ
て
返
っ
て

く
る
の
で
、
受
験
対
策
に
役
に
立

つ
講
座
と
し
て
、毎
年
人
気
で
す
。

学
習
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
付
き
！

プ
レ
入
試（
10
／
31
）申
込
み
受
付
中

湘
南
医
療
大
学＊

看
護
学
科
の
志
望
者
は
入
試
科
目
に
対
応

　
し
て
い
る
２
科
目
コ
ー
ス
が
お
す
す
め
。

　

同
大
で
は
、
薬
学
部
（
来
年
４

月
開
設
予
定
・
設
置
認
可
申
請
中
）

の
個
別
相
談
会
も
実
施
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

■
入
試
対
策
演
習
講
座

１
科
目
コ
ー
ス
…
英
語
の
み

２
科
目
コ
ー
ス
…
英
語
・
国
語

3



ふれあい鎌倉ホスピタル
消化器内科

兒玉 達樹 医師

ろ
ん
、
超
音
波
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
各
種
検
査
に
対
し
て
、
比

較
的
短
時
間
で
行
な
う
こ
と
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
や
ご
家

族
さ
ま
が
、
複
数
の
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
方

針
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
『
ふ
れ
あ
い
鎌

倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
で
、
体
調
の
ご

不
安
を
是
非
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

丁
寧
な
診
察
を
心
掛
け
て
、
診
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

　

―
―
―
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

　
（
兒
玉
医
師
）「
代
表
的
な
も
の

で
は
、
腹
痛
、
嘔
気
、
胸
や
け
、

食
欲
低
下
、
下
痢
、
便
秘
、
黄
疸

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
で
も
、
体
調
に
不
安

が
あ
る
方
や
、
せ
っ
か
く
受
け
た

健
康
診
断
の
結
果
に
『
要
（
精
密
）

検
査
』
の
指
示
が
あ
る
の
に
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
な
ど
、
躊
躇

せ
ず
に
、是
非
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
紹
介
状
が
な
く
て
も
、

あ
る
い
は
予
約
を
し
て
い
な
く
て

も
、
外
来
受
診
が
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
」

　
―
―
―
貴
院
の
医
療
環
境
に
つ

い
て
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
兒
玉
医
師
）「
今
年
、
新
築
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
当
院
に
は
、
常

勤
の
外
科
担
当
医
が
３
名
所
属
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
内
視
鏡
検
査
は
も
ち

　
―
―
―「
消
化
器
内
科
」で
は
、

体
の
ど
の
部
分
の
疾
患
を
診
る
の

で
す
か
？

　
（
兒
玉
医
師
）「
当
院
（
ふ
れ
あ

い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
の
消
化
器

内
科
で
は
、
主
に
消
化
管
で
あ
る

食
道
、
胃
、
小
腸
、
大
腸
、
肛
門

お
よ
び
肝
臓
、
胆
の
う
、
膵
臓
の

疾
患
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
断
で
出
た
『
肝

臓
機
能
低
下
異
常
』『
貧
血
』『
便

潜
血
陽
性
反
応
』
な
ど
に
対
す
る

精
密
検
査
も
行
な
っ
て
い
ま
す
」

　
―
―
―
そ
れ
ら
の
臓
器
に
疾
患

が
あ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が

生
じ
る
の
で
す
か
？

　

今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

消
化
器
内
科
担
当
の
兒
玉
達
樹
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

大
腸
に
出
現
し
た
腫
瘍
性
ポ

リ
ー
プ
が
、「
が
ん
」
に
発
展
す

る
ま
で
、
平
均
し
て
10
年
程
度
か

か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
平
均
値
を
基
準
に
す
る
と
、
目

安
と
し
て
は
、
最
低
で
も
「
５
～

10
年
に
一
度
」
の
受
診
が
す
す
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
一
度
も
大
腸
の
内
視
鏡
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
、
も

し
く
は
、
前
回
の
検
査
か
ら
５
年

以
上
を
経
過
し
て
い
る
人
は
、
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

か
を
意
識
的
に
確
認
し
、
予
防
と

早
期
発
見
に
努
め
て
い
く
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

大
腸
検
査
の
中
で
も
、
早
期
が

ん
の
発
見
に
有
用
な
も
の

と
し
て
、「
内
視
鏡
（
大
腸

カ
メ
ラ
）
検
査
」
が
あ
り

ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
く
ら
い
の

頻
度
で
検
査
を
受
け
る
べ

き
で
し
ょ
う
か
？

ポ
リ
ー
プ
か
ら
が
ん
へ

　

日
本
人
に
増
え
て
い
る
「
大
腸

が
ん
」
や
そ
の
他
の
大
腸
疾
患
の

発
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
大
腸
を
定

期
的
に
検
査
し
て
、
異
常
が
な
い

市役所

西口

御成小

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り
ココ

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

JR横須賀線JR横須賀線

西口徒歩

3分
西口徒歩

3分
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下馬下馬

郵便局

御成小学校前御成小学校前

パ

人事部ふれあい
グループ ☎0467-88-1263 〈採用担当/篠田・神田〉

ご興味のある方はお気軽にお電話ください♪ ご
注
意

車種や募集している時間帯などは、
勤務地によって異なります。
詳細はお電話でお問合せください。

JR 茅ケ崎駅・香川駅・寒川駅、小田急線・横浜市営地下鉄・相鉄線 湘南台駅
・

送迎ドライバー

ライフスタイルに合った働き方が選べます！

時 給

資 格

▷シャトルバスまたは送迎車の運転
中型以上の自動車運転免許

運転車 ・マイクロバス〈例：シビリアン、コースター〉
・10～15人乗りワゴン車〈例：ハイエース〉
・車椅子リフト車

・マイクロバス〈例：シビリアン、コースター〉
・10～15人乗りワゴン車〈例：ハイエース〉
・車椅子リフト車

＊ともに日祝は５０円アップ！

6：20～20：30のうち
３時間以上、週１日からOK

時
間・日
数

勤
務
地

同世代が
活躍中！
同世代が
活躍中！

・茅ケ崎中央病院　  ・ふれあいの丘

・茅ケ崎新北陵病院  ・ふれあいの桜

・茅ケ崎中央病院　  ・ふれあいの丘

・茅ケ崎新北陵病院  ・ふれあいの桜
（茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3）

（茅ヶ崎市行谷583-1）

谷602-1）（茅ヶ崎市行谷602-1）

46-1）（藤沢市遠藤446-1）
1,2００円 1,02０円1,02０円

病院・施設ドライバー病院・施設ドライバー
大型車 大型車以外

シニア求人特集

湘南東部総合病院
泌尿器科 科長

下平 憲治 医師

Ｌ
は
、
安
全
か
つ
確
実
な
治
療
が

期
待
で
き
る
方
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
尿
路
結
石
に
つ
い
て
、

簡
単
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
（
下
平
医
師
）「
尿
路
結
石
は
、

尿
管
に
結
石
が
つ
ま
る
こ
と
で
、

急
激
な
背
部
痛
や
側
腹
部
痛
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
痛
み
は
腎じ
ん
せ
ん
つ
う

疝
痛
と

呼
ば
れ
、
嘔
吐
や
血
尿
な
ど
の
症

状
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
尿
路
結
石
が
疑
わ
し
い
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
当
院

を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り

と
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

ま
だ
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

是
非
、受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
―
―
―
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
以
外
の
治
療

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
下
平
医
師
）「
今
年
８
月
か
ら

当
院
は
、尿
路
結
石
に
対
す
る『
経

尿
道
的
尿
路
結
石
除
去
術
（
Ｔ
Ｕ

Ｌ
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

麻
酔
に
よ
っ
て
、
痛
み
を
と
も

な
わ
な
い
状
態
で
、
尿
道
か
ら
細

い
内
視
鏡
『
尿
管
鏡
』
を
挿
入

し
、
モ
ニ
タ
ー
観
察
下
で
、
結
石

を
レ
ー
ザ
ー
砕
石
、
ま
た
は
鉗
子

で
摘
出
す
る
治
療
法
で
す
。
Ｔ
Ｕ

⑤
機
能
温
存
の
向
上
な
ど
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
早
期
の
社

会
復
帰
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
根
治
を
目
指
す
た
め

に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
50
歳

以
上
の
男
性
に
は
、
前
立
腺
が
ん

の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
る

『
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
』
の
受
診
を
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は
、
前
立
腺
が

ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
泌

尿
器
科
外
来
や
健
康
診
断
で
簡
単

に
受
け
ら
れ
る
採
血
検
査
で
す
。

　
（
下
平
医
師
）「
湘
南
東
部
総
合

病
院
で
は
、
前
立
腺
が
ん
の
根
治

的
治
療
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
根
治
的
前
立
腺
全
摘
除
（
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ｐ
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、
従
来
の
開
腹
手

術
に
比
べ
て
、
①
傷
口
が
小
さ
い

②
術
中
の
出
血
が
少
な
い
③
術
後

の
疼
痛
が
少
な
い
④
回
復
が
早
い

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る

前
立
腺
が
ん
の
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
夏
か
ら
は
、
レ
ー
ザ
ー
結
石
破
砕

装
置
も
導
入
し
、尿
路
結
石
の
治
療
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

湘南東部総合病院

＋1,000円
オプション代

例

で受診が可能！で受診が可能！

住民健診住民健診

▪尿の症状（または疑い）がある
　→ 泌尿器科を受診
▪健康診断の「オプション」で
　受ける
▪健康診断の「オプション」で
　受ける

▪「人間ドック」で受ける

PSA検査を受診するには…PSA検査を受診するには…PSA検査を受診するには…

保険診療

自費診療

も
あ
り
ま
す
（
例
・
湘
南
東
部
総

合
病
院
な
ど
）。

　

ま
た
、「
夜
間
に
何
度
も
ト
イ

レ
に
起
き
る
」「
以
前
よ
り
、
昼

間
の
ト
イ
レ
の
回
数
が
多
く
な
っ

た
（
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た
）」

な
ど
の
症
状
を
も
つ
場
合
は
、
保

険
診
療
で
の
検
査
が
可
能
で
す
。

毎
年
の
健
康
診
断
と
一
緒
に

　

前
立
腺
が
ん
は
、
50
歳
を
超
え

る
と
、
急
激
に
罹
患
率
が
上
昇
し

て
い
る
（
同
資
料
よ
り
）
の
で
、

中
年
を
迎
え
た
男
性
は
、
毎
年
の

健
康
診
断
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
も
一
緒
に
受
け
て
い
く
こ

と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

他
の
臓
器
や
骨
に
転
移
す
る
前

で
あ
っ
た
場
合
、
前
立
腺
が
ん
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
根
治
的
前
立

腺
全
摘
除
術
」（
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
な
ど

に
よ
っ
て
、
根
治
が
期
待
で
き
る

が
ん
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
け
て
、
早
期

発
見
と
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は

　

前
立
腺
が
ん
を
発
見
す
る
「
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
」
の
精
度
が
高
く
、

無
症
状
の
段
階
を
含
め
て
、
高
い

確
率
で
発
見
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
の
が
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
す
。

　

検
査
は
、採
血
で
行
な
い
ま
す
。

検
診
と
し
て
受
け
る
場
合
、
検
査

を
希
望
す
る
人
に
対
し
「
自
費
診

療
」
扱
い
（
数
千
円
程
度
）
の
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す
が
、「
健
康

診
断
の
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

え
た
り
、
精
子
を
保
護
す
る
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
こ
の
が
ん
（
前
立
腺

が
ん
）
が
増
え
続
け
、
２
０
１
５

年
以
降
、
が
ん
の
部

位
別
罹
患
数
で
男
性

１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
（
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
「
が
ん
情

報
サ
ー
ビ
ス
」）。

　

し
か
し
こ
の
が
ん

は
、
早
期
の
発
見
が

可
能
な
が
ん
と
さ

れ
、
そ
の
理
由
に
は
、

「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」
が

　

前
立
腺
と
い
う
器
官
は
、
男
性

の
尿
道
付
近
に
あ
る
も
の
で
、「
前

立
腺
液
」
と
い
わ
れ
る
精
液
の
一

部
を
つ
く
り
、
精
子
に
栄
養
を
与

　
「
が
ん
が
転
移
し
た
」
な
ど
、
が
ん
は
悪
化
に
関
す
る
こ
と
を
耳
に
す
る
機
会

が
多
い
で
す
が
、
実
は
根
治
に
向
か
う
可
能
性
が
高
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
「
前
立
腺
が
ん
」
は
、Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
が
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ・ヴ
ィ
ン
チ
」

 0467-83-9192
   湘南東部総合病院
   0467-83-9192予
約

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル　

消
化
器
内
科

新
病
院
で
内
視
鏡
検
査
、開
始
！

大
腸
カ
メ
ラ
は
５
年
過
ぎ
た
ら
即
予
約
を

医療レポート

湘
南
東
部
総
合
病
院　

泌
尿
器
科

　
　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ・
ヴ
ィ
ン
チ
」で

　
　
　
　

体
に
や
さ
し
い
前
立
腺
治
療
を
実
施

前
立
腺
が
ん
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

男
性
最
多
の
が
ん
は
、採
血
で
早
期
発
見
へ
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